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砺波 
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電話０９０－４６６１ 

  代表幹事を預かり６年目に成りました。当初は、コロナ感染により活動も

自粛しなければならない状態でしたが、近年コロナ感染症が五類になり以前

の状態になりました。しかしながらいまだに感染は、無くなった訳では、あ

りません。 

 

令和６年度砺波カイニョ倶楽部総会議事録 

日  時 令和６年５月１８日（土曜日）１３：３０～１５：３０ 

場  所 砺波チューリップ公園内「中嶋家」 

参 加 者 １1 名 

 

令和６年度総会は、提案事項すべて承認されました。 

総 会 内 容 

議事  

１) 令和５年度事業報告 

２）令和５年度収支決算報告 

会計監査報告 

３）令和６年度事業計画案 

４）役員選出 

     副代表幹事の変更 中居加嗣男 

５）年会費の変更 

       コロナ感染以前の会費に変更

（2,000 円） 

６）ホームペ―ジについて 

     現在ホームペ―ジの改編が終了し     

閲覧可能          

    ホームペ―ジは、継続する 

 

 

●令和６年度 総会資料● 
 

１） 令和５年度事業報告 

令和５年 

５月 ２２日 総会（チューリップ公園内中嶋家）（１４名） 

    ５月  １１日 出前講座１回目  砺波南部小学校４年生３５名  

『屋敷林の成立ち』他 天野一男 

    ５月  ２３日 出前講座２回目  砺波南部小学校４年生３５名  

『屋敷林のメリット・カイニョと共生』 髙畑邦男 

６月   ５日 出前講座３回目  砺波南部小学校４年生３５名  

『現地見学』 新藤正夫宅・髙畑邦男・中嶋家 
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     ６月  １６日 出前講座４回目  砺波南部小学校４年生３５名  

『砺波市の支援』  農地林務課・髙畑邦男 

    ７月  ２４日 ★ 砺波市を代表する屋敷林とアズマダチの見学会  参加者２１名 

         カイニョ見学会 新藤正夫宅 芳里三治宅 蔦英夫宅 

６月５日～８月１８日 『屋敷林のなかで遊ぼう』  参加者１６９名 

            参加者内訳 

             南部小学校 地区夏休み教室 農地林務親子バスツアー 

             東部保育所 庄川町子供 南般若児童クラブ 

             遊具は、会員で作りました 

    ９月 ２５日～９月２９日 １４歳の挑戦（４名）受け入れ 

                    弁財天神社と大嶋武子宅の樹木調査 

１０月 １４日 ★風に強いカイニョ見学会 参加者１９名 

                亀田秀一宅 松田恵美子宅 高瀬神社 荒高屋神明社 

令和６年  

         １月   ４日 樹木の診断依頼（松枯れの疑い） 

               当倶楽部会員堀浩一（樹木医）さんにより診断 

        ４月 １６日 出前講座１回目  砺波南部小学校４年生２８名 

              『散居村の成立ち 米作りと散居村のつながり』  天野一男 

４月 ２５日 出前講座２回目  砺波南部小学校４年生２８名  

『これまで努力した事、大変だった事、うれしかった事、 

子供達に伝えたい事』 髙畑邦男 

 

２）令和５年度収支決算書（別紙） 

 

 

３）令和６年度事業計画 

・講演会 （総会終了後） 

   柏樹直樹（初代砺波カイニョ俱楽部代表幹事） 

   演題 屋敷林（カイニョ）にこだわる 

・カイニョの掃除・植樹 野原隆司宅  

（令和６年６月８日土曜日午前９時より） 

    ・見学会 井波の瑞泉寺と社叢（令和６年９月下旬）  

    ・１４才の挑戦 砺波の保存林の調査 （令和６年７月１日～５日） 

    ・カイニョの掃除  

    ・屋敷林の中で遊ぼう 

 

４）役員改選 

    新役員案 

副代表幹事：  中居加嗣男（新） 

５）年会費について 

      年会費をコロナ前に戻したい 

      １０００円を２０００円に変更 

６)ホ―ムページについて 

      継続する 

      現在は、内容も改めました。一日当たり１３名の閲覧あり 
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令和５年度収支決算書    

  項  目 金  額 内  訳 備  考 
   会費 49,000     
   当日会費 89,500     
  収入 寄付 他 0     
   助成金 7,500   十四才の挑戦 
 

  繰越金 179,921     

計 325,921     

項  目 金  額 内  訳 備  考 
   総会費 5,760     
   役員会費 4,426     
  支出 行事費 97,137     
     見学会   46,133 新藤宅他 
     見学会    45,518 南砺他 
     １４才挑戦   5,486 道具 他  
     植樹掃除   0 ６年度に延期 
   ホームページ 50,437   
       31,218 ４年度 
       7,119 ５年度 

    12,100 ホームページ改編 
   通信費・送料 35,802     
   印刷・コピー 5,520     
   事務用品 9,862   送付封筒修正用印他 
   事務局費 10,000     
   計 218,944     
           

 

 

収入合計 325,921  支出合計 218,944  次年度繰越金額 106,977 
 

監査報告 

令和５年度収支決算書について監査したところ、その内容は正確なものと 

認めます。 

令和６年５月１日  

                         

監事  
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総会後講演 

 演題『カイニョにこだわる』   初代代表幹事 柏樹直樹 

 ➀ カイニョを意識し５０年 

   前職として国・県の造林に関する仕事についていた。 

   平成 9 年にカイニョ俱楽部を設立した。砺波市の保存林委員他 

 ② 最近心のいたんだこと 

  樹齢１５７年の大きな「ケヤキ」が伐採された。まだ１００年近くは成長で

きる樹林でした。残念でならない。 

③ カイニョにこだわる原点 

  木は、緑の真珠であり誇れる

風景である。形と心がある。 

    形⇒実利の環境・景観  

 心⇒木の生きる姿・木は    

忍耐強い・周りの木と共生す  

る思いやりがある。          

④ 変化を見る 

  砺波平野の『緑』 

   面⇒線⇒点になっている。    

身の回りが変化している     

⑤ カイニョに応える人づくり 

  カイニョを大切にして育てることの出来る人材育成が必要       

⑥ 風雪に強いカイニョ 

  カイニョは風雪から家を守り、四季による温度調節 

かのうである。CO₂削減にも役立っている。      

⑦ 荒高屋神明社の試み 

  平成１８年新たに植樹した。社叢⇒自然の形にして９種類３１本を植えた。

神々しい姿になった。 

⑧ 自宅のカイニョ 

  全体で１８７本（大２０本・中３８本・小１２９本）植えた木１３種４２本

（５０年間）成長と変化を楽しむ。大中小の組合せが必要 

⑨ カイニョの恩恵 

  形⇒実利（屋敷を守る）環境・景観 

  心⇒木の生きる姿、木は忍耐強い・他の木と一緒に生きる思いやりがある。 

⑩ スギ 

  CO₂吸収力は、他の樹木の４倍・生理的比較、殺菌、精神安定、血行循環向上・

温度調整・縄文時代から利用・日本固有木（屋久島から鯵ケ沢） 

  カイニョに多い訳 成長が早い、苗木が手に入りやすい。 

⑪ カイニョを愛し楽しむ人に 

  カイニョ・木と人の関わった姿⇒歴史の姿 

      ・全戸異なる中味⇒個性がある 

  ※ 人生・カイニョを色で見る 

・青、黄色、赤、白⇒赤は、人生最後 白は、灰になる 


